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文部省史料館時代の建物(旧三井文庫)全景1976年7月15日撮影
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付
し
た
小
冊
子
を
刊
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
短
期
間
に
作
成
し
た
も
の
な
の
で
、
必

ず
し
も
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
史
料
館
四
○
年
の
概
要
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

戦
後
の
混
乱
期
に
お
い
て
、
主
と
し
て
近
世
・
近
代
の
庶
民
史
料
が
散
逸
・
消
滅

す
る
と
い
う
憂
う
べ
き
情
勢
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
史
料
の
収
集
・
保
存
を
図
る
た
め
、

史
料
館
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
四
○
年
代
に
入
る
と
、
い
わ
ゆ
る
高
度
成

長
期
と
な
り
、
社
会
が
比
較
的
安
定
し
、
各
地
に
史
料
を
保
存
す
る
体
制
が
生
れ
、

お
の
ず
か
ら
史
料
館
の
役
割
も
変
化
し
て
く
る
。
そ
れ
は
、
史
料
を
保
存
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
広
く
公
開
活
用
す
る
道
を
ひ
ら
き
、
さ
ら
に
研
究
機
能
を
高
め
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
（
大
学
共
同
利
用

機
関
）
へ
の
改
組
は
、
右
の
傾
向
を
進
展
さ
せ
る
契
機
と
も
な
っ
た
。

昭
和
六
○
年
代
に
史
料
館
は
二
つ
の
面
で
著
し
く
発
展
す
る
。
一
つ
は
史
料
情
報

序

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
五
月
に
発
足
し
た

文
部
省
史
料
館
は
、
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）

五
月
よ
り
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
と
な
り
、

本
年
、
平
成
三
年
二
九
九
一
）
は
創
立
四
十
周

年
に
当
た
る
。
こ
の
機
会
に
、
経
て
来
た
道
を
略

述
し
、
関
係
者
の
寄
稿
を
加
え
、
参
考
資
料
等
を

の
機
能
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
文
書
館
等
の
専
門
職
員
（
い
わ
ゆ
る
ア
ー
キ
ヴ
ィ
ス

ト
）
の
研
修
機
能
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
昭
和
六
○
年
（
一
九
八
五
）
よ
り
今
日
ま

で
文
部
省
科
学
研
究
識
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
、
近
世
・
近
代
史
料
の
所
在
情
報

を
収
集
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
て
そ
の
体
系
化
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
成
果
の

一
つ
と
し
て
『
近
世
・
近
代
史
料
目
録
総
覧
」
を
記
念
す
べ
き
本
年
度
に
刊
行
す
る

予
定
で
あ
る
。

後
者
で
は
、
長
く
続
け
て
来
た
「
近
世
史
料
取
扱
講
習
会
」
を
、
昭
和
六
三
年

（
一
九
八
八
）
よ
り
「
史
料
管
理
学
研
修
会
」
と
改
称
し
、
短
期
研
修
の
ほ
か
に
長

期
研
修
を
加
え
、
近
世
文
書
に
と
ど
ま
ら
ず
近
現
代
の
公
文
書
を
も
対
象
と
す
る
こ

と
に
し
て
、
記
録
史
料
全
般
の
整
理
・
保
存
・
利
用
に
関
す
る
幅
広
い
専
門
的
知
識

と
技
法
と
が
修
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

史
料
館
四
○
年
の
歩
み
は
、
種
々
な
面
で
多
く
の
館
外
の
方
々
の
御
協
力
を
得
て

行
わ
れ
て
来
た
。
歴
史
学
ま
た
文
書
館
業
務
に
携
わ
る
人
々
に
と
っ
て
さ
ら
に
有
用

な
機
関
と
な
る
こ
と
を
目
ざ
し
て
努
め
る
所
存
で
あ
る
の
で
、
一
層
の
御
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
御
多
忙
の
中
を
御
寄
稿
賜
っ
た
方
々
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
本
務
の
傍
ら
短
時
日
で
資
料
を
整
理
し
て
執
筆
に
当
っ
た
館
員
一
同
の
労
に
謝

意
を
表
す
る
。

平
成
三
年
十
一
月
七
日
率
稚
僻
罰
霊
繍
癖
舳
長
小
山
弘
志
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1949(昭和24)年3月史料館設置に関する請願書と署名原本（史料館所蔵）

弓讓重塞

1949年10月に史料館用施設として国が購入した三井文庫建物
(東京都品川区豊町所在）



1949年11月19日史料館開館式
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1949年10月史料整理作業1950(昭和25)年10月史料収蔵庫
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1951(昭和26)年3月静岡県伊東海岸にて 1949年11月史料館玄関にて
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文部省史料館時代（1951年5月30日～1972年4月30日）
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１５９１ 1951年11月第2回史料展示会



1951年11月史料館の庭にて

安
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井
潤
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鶴
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月１１年１５９１1952(昭和27)年4月9日大石慎三郎氏（中央)送別会
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1952(昭和27)年9月第1回近世史料取扱講習会
講師右は所三男 左は遠藤武
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1960(昭和35)年夏執務中の史料館員 1953(昭和28)年1月山梨県東山梨郡日下部町下井尻
依田泰八氏宅にて史料調査
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仕事始めの記念写真

槐 中 大大
村給野
礼俊近瑞
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郎智

1965(昭和40)年1月4日

浅遠藤 川 原
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潤 潤 陽
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鋤
中
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亀
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鶴
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原
島
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１年姉
大
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瑞
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１1966(昭和41)年2月10日鈴木陽子氏送別会

遠 鈴秋
藤 木 山

陽
武 子健



1967(昭和42)年12月史料館北館前にて

泉
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弘
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大
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男
小
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ｊ恥
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井
潤
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原
島
陽
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１７９１
藤
村
潤
一
郎

1968(昭和43)年10月第l4回近世史料担当職

員講習会での受講生と史料館員の記念写真
（前列向かって右より4人目は史料館評議員
の豊田武氏）



国文学研究資料館史料館時代(1972年5月1日～ ）

1976(昭和51)年7月15日旧館取り壊しに際しての記念写真
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旧館惜別の宴1976年7月



1976年8月旧館取り壊しのため仮設のプレハブで
閲覧業務を行う

1976年8月解体中の旧館
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北館の史料収蔵庫

1977年より史料収蔵庫兼閲覧室となった北館
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1978(昭和53)年1月4日国文学研究資料館の仕事始めの記念写真

（前列中央は市古貞次国文研館長）

ー

魁ら
虻公

塗も

＆

＝

1978年7月文部省共済組合主催軟式テニス大会に
参加した国文学研究査料館チーム

1978年2月井上勝生氏が北海道大学へ転出する
にあたり助手仲間で記念写真（西館屋上にて）

安 井 大
藤 上 藤
正 勝
人 生 修

（
史
料
館
）

大
藤
修

（
庶
務
課
）

久
保
田
紘
一

（
会
計
課
）

寺
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剛

（
史
料
館
）

安
藤
正
人

（
史
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館
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哲
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（
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課
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村
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館
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1980(昭和55)年1月松山城にて
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瑳
安
澤
秀
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研学
（
東
京
都
公
文
書
館
）

華
水
野
保

文
廣
瀬
睦

年、
（
東
京
都
公
文
書
館
）

証
水
口
政
次

昭く６
（
国
文
研
）

恥
歌
野
博

1983(昭和58)年国文学研究資料館レクリエー
ション大会

1988(昭和63)年8月国際文書館評議会世界大会
(於パリ）のレセプションにて
向かって右端より安澤秀一、安藤正人

1987(昭和62)年12月文瞥館学研修会
（この年臨時に開催）



1988年10月史料管理学研修会での近世史料の整理実習 1988年9月史料管理学研修会での講義

1988年度より従来の近世史料取扱講習会を拡充して史料管理学研修会発足
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1989(平成元)年3月史料の装備作業1990(平成2)年8月絵図の復元作業

1990年3月9日原島陽一・安澤秀一両氏の退官を祝う会
向かって右が原島陽一、左が安澤秀一



1990年10月30日全国歴史資料保存利用機関第2
次訪中団の一行と中国第2歴史楢案館（南京）の
職員の記念写真。史料館より丑木幸男（後列向かっ
て左より6番目)、大藤修（同7番目)、庚瀬
陸（前列左より4番目）が参加

1990年7月国際文書館評議会東南アジア地域部
会総会（於マレーシア・クアラルンプール）に
安藤正人（右端）と廣瀬睦（その横）が参加
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今日の史料館の風景（1991年5， 6月現在）

侭
〆■且心研究室で原稿書きに励む森安彦
ロ

史料館定例研究会

史料館事務室で執務中の林宏保

史料整理中の渡邊尚志（左） と渡辺浩一（右）
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Ｊ
四

画
一
篭
一
一
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一
・
、
》

I

胡
一

ー‐面引

断裁された高島藩領村々宗門改帳の復元補修作業 史料補修室で作業中の大場菊乃（正面） と
高橋真理（右）

■ ．－ー=－－=…

史料所在情報をコンピュータで処理する山田哲好閲覧室（受付係は毛塚万里）

型

｝

糊

●●

進一贋…

史料館の風雪を顔に刻み、今日も史料整理に励む
鶴岡実枝子。旧文部省史料館の職員中ただ一人、
現役で40周年を迎えた

6月8日中国航空航天橘案館の一行（5名）が来館。
近年の史料館は国際交流も活発に行っている



史料館の現職員
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記念物として残され、今は蔦に覆われて静かに佇む旧文部省史料館1号書庫
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昨
年
の
夏
ご
ろ
、
館
員
の
中
か
ら
、
来
年
は
史
料
館
が
発
足
し
て
四
十
周
年
を
迎

え
る
の
で
、
四
十
年
の
〃
あ
ゆ
み
“
を
ま
と
め
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
声
が
あ

が
っ
た
。

館
員
全
員
の
総
意
と
し
て
、
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
三
つ
ぐ
ら
い
の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
こ
こ
数
年
で
史
料
館
の
陣
容
が
大
幅
に
入
れ
替
わ
り
、
文
部
省
史
料
館

以
来
の
第
一
世
代
の
館
員
は
皆
無
と
な
る
状
況
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
昨
年
三
月

に
は
、
原
島
陽
一
・
安
澤
秀
一
の
両
氏
が
、
本
年
三
月
に
は
、
浅
井
潤
子
氏
が
、
そ

れ
ぞ
れ
定
年
で
退
官
さ
れ
、
来
年
度
末
に
は
鶴
岡
実
枝
子
氏
も
定
年
と
な
る
。

第
一
世
代
が
開
拓
し
、
構
築
し
て
き
た
史
料
館
業
務
の
成
果
を
継
承
し
、
発
展
き

せ
る
た
め
に
も
、
第
二
世
代
の
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
先
人
の
”
あ
ゆ
み
“
を
整
理

し
、
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
の
理
由
は
、
移
転
問
題
で
あ
る
。
三
年
前
に
移
転
対
象
機
関
に
指
定
さ
れ
た

が
、
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
動
き
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
つ
現
実
化
す
る
か

わ
か
ら
な
い
。
本
誌
は
、
〃
戸
越
“
で
の
四
十
年
間
の
記
念
碑
と
も
い
う
べ
き
も
の

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
”
戸
越
“
史
料
館
へ
の
愛
惜
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

第
三
の
理
由
は
、
史
料
館
の
将
来
を
ど
う
展
望
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
史

料
館
の
方
向
性
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
こ

あ
と
が
き

れ
ま
で
の
〃
あ
ゆ
み
“
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
へ
の
展
望
を
打
ち
出
す
こ
と
で

あ
る
。以

上
の
意
味
を
こ
め
て
、
こ
こ
に
本
誌
を
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
誌
は
、
本
年
十
二
月
七
日
の
「
史
料
館
四
十
周
年
祝
賀
会
」
に
向
け
て
発
行
で

き
る
よ
う
準
備
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

本
誌
の
刊
行
を
積
極
的
に
ご
支
援
．
ご
指
導
下
さ
っ
た
小
山
弘
志
館
長
に
は
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
本
誌
の
編
集
に
は
、
大
藤
修
、
大
友
一
雄
、
渡
邊
尚
志
、
渡
辺
浩
一
、

森
安
彦
の
五
名
が
委
員
と
な
っ
て
あ
た
っ
た
が
、
原
稿
執
筆
と
図
表
の
作
成
は
全

館
員
が
分
担
し
て
行
な
っ
た
。
ま
た
元
館
員
や
関
係
者
の
方
々
か
ら
も
ご
寄
稿
を
い

た
だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。

本
誌
編
さ
ん
の
過
程
で
、
諸
資
料
を
整
理
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
戦
後
の
混
乱
期

に
あ
っ
て
、
当
時
の
歴
史
学
者
や
文
化
人
が
史
料
保
存
に
大
変
な
情
熱
を
も
っ
て
取

り
組
み
、
史
料
館
の
設
立
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ま
で
種
々
の
難
問
に
遭

遇
し
な
が
ら
も
先
輩
の
館
員
諸
氏
や
関
係
者
が
努
力
を
傾
け
て
史
料
館
を
支
え
た
き

た
こ
と
で
あ
る
。

後
輩
の
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
史
料
館
の
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
、
発
展
さ
せ
て
ゆ

く
よ
う
努
力
し
た
い
も
の
と
思
う
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
。
ご
支
援
を
賜
り
た
い
。

平
成
三
年
十
月
二
十
八
日

森
安
彦
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史
料
館
の
歩
み
四
十
年

平
成
三
年
十
一
月
三
十
日
印
刷
発
行

編
集
兼
国
文
学
研
究
資
料
館

発
行
者
史
料
館

〒
鯉
東
京
都
品
川
区
豊
町
一
丁
目
十
六
番
十
号

電
話
○
三
’
三
七
八
五
’
七
一
三
一
（
代
）

印
刷
所
睦
美
マ
イ
ク
ロ
株
式
会
社

〒
噸
東
京
都
江
東
区
木
場
六
丁
目
十
二
番
五
号

（
本
文
用
紙
は
中
性
紙
を
使
用
）
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